
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
つ
い
て

▼
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン

は
、
ほ
ぼ
日
常

的
に
使
用
さ
れ

る
言
葉
に
な
っ
た
。
工
学
研
究
科

に
も
ケ
イ
素
科
学
の
国
際
セ
ン
タ

ー
が
あ
る
▼
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
真
の
意
味
は
何
で
あ
ろ
う

か
。
最
近
社
内
の
公
用
語
を
英
語

に
し
た
企
業
が
話
題
に
な
っ
た
。

言
語
の
英
語
化
を
進
め
る
こ
と
が

グ
ロ
ー
バ
ル
化
だ
ろ
う
か
？
あ
る

い
は
、
日
本
の
古
い
シ
ス
テ
ム
を

捨
て
、
諸
外
国
の
や
り
方
に
変
え

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
か
？
▼
実
は

こ
れ
ら
の
こ
と
は
手
段
に
過
ぎ
な

い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
る
た

め
に
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は

「
日
本
を
知
る
」
こ
と
だ
と
思
う

▼
先
日
、
北
千
住
駅
の
切
符
売
り

場
の
横
に
、
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
を
置

き
忘
れ
た
。
帰
宅
後
、
駅
の
代
表

電
話
番
号
に
電
話
を
し
た
と
こ

ろ
、
す
ぐ
に
「
そ
の
携
帯
電
話
は

他
の
お
客
様
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ

て
お
り
、
最
寄
り
の
東
武
駅
で
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
が

伝
え
ら
れ
た
▼
日
本
に
住
ん
で
い

る
と
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
の
よ
う
に
迅
速
か
つ
効
率

的
な
シ
ス
テ
ム
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
す
ぐ
駅
に
届
け
て
く
れ
る
親

切
さ
も
含
め
）
は
世
界
に
誇
れ
る

こ
と
だ
と
思
う
。
実
際
イ
ギ
リ
ス

の
鉄
道
の
網
棚
の
上
に
置
き
忘
れ

た
巨
大
な
ポ
ス
タ
ー
の
筒
は
、
電

車
を
特
定
で
き
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
永
遠
に
出
て
こ
な
か
っ
た

▼
諸
外
国
で
は
得
ら
れ
な
い
日
本

の
シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
、
そ
れ
を

海
外
に
展
開
し
て
い
く
、
こ
れ
が

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
他
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼

就
職
試
験
を
控
え
る
諸
君
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た

ら
、「
日
本
を
知
る
こ
と
で
す
」

と
答
え
て
み
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
点

が
よ
く
な
る
か
も
よ
。
（
４
Ｇ
）
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投稿歓迎
本紙を工学部の“意見交
流の場”とするため、教職
員、学生、そして多くの皆
さんから記事はもちろん、
写真・マンガ・挿絵等広く
投稿を歓迎します。

◆紙面紹介◆

２面　受賞報告／東北県人会

３面　新任教員紹介／ぐんだい

で遊ぼう！

４面 オープンキャンパス／企

業懇談会／女子交流会／

アースデイin桐生

二
〇
一
〇
年
四
月
二
十
三
日
、

明
治
記
念
館
（
東
京
）
で
開
催
さ

れ
た
日
本
機
械
学
会
通
常
総
会
に

お
い
て
、
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専

攻
・
荒
木
幹
也
准
教
授
、
曽
根
祐

輔
氏
（
当
時
修
士
課
程
学
生
）、

志
賀
聖
一
教
授
、
小
保
方
富
夫
特

任
教
授
が
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
・
小
島
孝
之

氏
、
田
口
秀
之
氏
と
の
共
著
論
文

に
お
い
て
「
日
本
機
械
学
会
賞

（
論
文
）」
を
受
賞
し
た
。
日
本
機

械
学
会
は
一
八
九
七
年
創
立
の
機

械
工
学
に
関
す
る
総
合
学
会
で
あ

り
、
会
員
数
約
三
万
七
千
と
日
本

最
大
級
の
規
模
を
誇
る
。
同
賞
は
、

過
去
三
年
間
の
学
会
和
文
論
文

集
・
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載
の

論
文
約
四
千
七
百
件
中
よ
り
毎
年

十
六
件
が
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
学
会
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

受
賞
論
文
は
「
光
学
Ｃ
Ｔ
法
を

用
い
た
超
音
速
噴
流
騒
音
の
断
層

可
視
化
」
で
あ
り
、
航
空
機
に
搭

載
さ
れ
る
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の

騒
音
を
、「
非
接
触
」
で
「
断
層

可
視
化
」
す
る
技
術
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
航
空
旅
客
・
貨
物
需

要
の
増
大
に
と
も
な
い
、
各
国
で

超
音
速
輸
送
機
の
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
日
本
で
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

が
、
マ
ッ
ハ
５
で
の
飛
行
を
目
論

む
次
世
代
超
音
速
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン

ジ
ン
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
荒
木

幹
也
准
教
授
の
グ
ル
ー
プ
は
こ
の

次
世
代
エ
ン
ジ
ン
開
発
に
参
画

し
、
ジ
ェ
ッ
ト
騒
音
計
測
技
術
開

発
を
行
っ
て
き
た
。
騒
音
低
減
技

術
の
開
発
に
は
、
騒
音
源
の
「
位

置
」
と
「
規
模
」
を
詳
細
に
知
る

必
要
が
あ
る
。
患
部
の
状
態
を
事

前
に
詳
細
に
知
る
こ
と
が
、
治
療

の
成
否
を
握
る
。
し
か
し
な
が
ら

ジ
ェ
ッ
ト
騒
音
源
は
「
流
れ
の
中
」

に
あ
り
、
従
来
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ

ン
を
挿
入
す
る
と
新
た
な
騒
音
を

発
生
す
る
た
め
計
測
が
困
難
で
あ

っ
た
。

工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
三

年
費
小
猛
君
（
工
学
専
攻
先
端
生

産
シ
ス
テ
ム
工
学
領
域
・
黒
田
研

究
室
）
が
、
マ
テ
リ
ア
ル
ラ
イ
フ

学
会
か
ら
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
。
平
成
二
十
二
年
三
月
二
日
に

キ
ャ
ン
パ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
東
京
（
東
京
都
港
区
芝

浦
）
で
開
催
さ
れ
た
マ
テ
リ
ア
ル

ラ
イ
フ
学
会
第
十
四
回
冬
季
研
究

発
表
会
に
お
け
る
「
大
気
圧
低
温

プ
ラ
ズ
マ
ジ
ェ
ッ
ト
の
特
性
が
高

分
子
表
面
の
親
水
化
に
及
ぼ
す
影

響
」
の
発
表
が
評
価
さ
れ
た
。

同
研
究
発
表
会
は
、
産
、
官
、

学
の
新
進
気
鋭
の
研
究
者
、
技
術

者
が
一
堂
に
会
し
、
寿
命
予
測
、

光
照
射
、
添
加
剤
、
リ
サ
イ
ク
ル
、

難
燃
、
表
面
、
界
面
関
係
な
ど
に

関
す
る
研
究
・
技
術
発
表
と
討
論

を
行
っ
て
お
り
、
今
回
は
二
十
五

件
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
費
君
の

発
表
内
容
は
、
ア
ル
ゴ
ン
に
窒
素

や
酸
素
な
ど
を
添
加
し
て
発
生
さ

平
成
二
十
二
年
六
月
に
川
島
久

宜
助
教
が
、
社
団
法
人
船
舶
海
洋

工
業
会
論
文
賞
と
社
団
法
人
日
本

造
船
工
業
会
日
本
造
船
工
業
会
賞

を
受
賞
し
た
。

川
島
助
教
は
、
二
〇
〇
六
年
に

群
馬
大
学
に
就
任
す
る
以
前
は
独

立
行
政
法
人
海
上
技
術
安
全
研
究

所
（
海
技
研
）
に
て
研
究
を
行
っ

て
お
り
、
現
在
も
継
続
し
て
気
泡

を
含
む
流
れ
（
気
泡
流
）
に
関
す

る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
船
舶
技

術
に
お
い
て
、
プ
ロ
ペ
ラ
は
多
く

の
船
舶
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
プ

ロ
ペ
ラ
の
性
能
向
上
や
安
全
性
の

向
上
は
船
舶
の
性
能
や
安
全
性
の

向
上
に
直
結
し
て
い
る
問
題
と
な

る
。
特
に
、
プ
ロ
ペ
ラ
付
近
で
急

に
気
泡
が
発
生
す
る
キ
ャ
ビ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
起
き

る
と
、
プ
ロ
ペ
ラ
の
破
損
が
起
き

る
場
合
も
あ
り
た
い
へ
ん
危
険
な

状
態
と
な
る
。
ま
た
、
破
損
が
起

き
な
い
よ
う
な
状
況
で
も
、
プ
ロ

ペ
ラ
の
効
率
は
減
少
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
近
年

で
は
船
舶
航
行
時
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
削
減
の
た
め
、
航
行
時
の

船
体
抵
抗
を
減
ら
す
目
的
で
、
船

体
近
傍
に
気
泡
を
注
入
す
る
方
法

が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
法

に
よ
れ
ば
、
必
然
的
に
プ
ロ
ペ
ラ

近
傍
に
気
泡
を
含
む
流
れ
が
存
在

す
る
よ
う
に
な
り
、
プ
ロ
ペ
ラ
の

効
率
低
下
は
免
れ
な
く
な
る
。
こ

の
よ
う
に
、
気
泡
流
に
お
け
る
プ

ロ
ペ
ラ
の
特
性
を
知
る
こ
と
は
、

重
要
な
課
題
で
あ
る
も
の
の
、
十

分
な
計
測
手
法
や
評
価
手
法
も
確

立
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状

況
で
あ
っ
た
。

川
島
助
教
は
、
論
文
の
第
一
報

に
て
ボ
イ
ド
率
と
流
速
分
布
を
計

測
し
、
第
二
報
に
て
プ
ロ
ペ
ラ
の

性
能
を
評
価
し
た
。
こ
れ
ら
の
一

連
の
研
究
に
よ
り
、
気
泡
を
注
入

し
て
船
体
抵
抗
を
減
ら
す
手
法
実

現
の
た
め
の
基
礎
と
な
る
デ
ー
タ

が
高
く
評
価
さ
れ
て
の
今
回
の
受

賞
と
な
っ
た
。
船
の
よ
う
な
大
き

な
も
の
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率

を
上
げ
る
こ
と
は
、
地
球
環
境
の

保
護
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
意
義

が
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き
先
駆

三
月
末
で
退
職
さ
れ
た
機
械
シ

ス
テ
ム
工
学
専
攻
・
小
島
宏
之
教

授
、
電
気
電
子
工
学
専
攻
・
稲
村

實
教
授
、
近
藤
義
臣
教
授
、
情
報

工
学
専
攻
・
柴
田
幸
夫
教
授
の
四

人
が
、
こ
の
た
び
群
馬
大
学
名
誉

教
授
と
な
ら
れ
、
そ
の
称
号
授
与

式
が
平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
に

群
馬
大
学
事
務
局
特
別
会
議
室
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
工
学
研
究
出
身
の
四
人

の
新
名
誉
教
授
が
全
員
授
与
式
に

参
加
さ
れ
、
学
長
か
ら
「
今
後
も

群
馬
大
学
を
支
え
て
ほ
し
い
」
と

群
馬
大
学
の
反
映
の
た
め
新
た
に

本
研
究
で
は
、「
音
」
の
計
測

に
「
光
」
を
用
い
る
。
音
は
圧
力

の
変
動
で
あ
り
同
時
に
場
の
密
度

も
変
動
す
る
。
音
響
場
に
光
を
透

過
す
る
と
、
場
の
密
度
変
動
に
よ

り
光
軸
は
わ
ず
か
に
屈
折
す
る
。

こ
の
光
軸
の
屈
折
を
シ
ュ
リ
ー
レ

ン
光
学
系
で
検
出
す
る
。
た
だ
し

得
ら
れ
る
信
号
は
音
響
場
を
透
過

し
て
き
た
積
分
情
報
で
あ
り
、
光

路
上
の
ど
の
位
置
で
屈
折
を
生
じ

た
の
か
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

医
療
分
野
で
広
く
用
い
ら
れ
る

「
Ｃ
Ｔ
技
術
」
に
独
自
の
変
数
変

換
を
施
す
こ
と
で
音
響
場
へ
の
適

用
を
可
能
と
し
、
ジ
ェ
ッ
ト
騒
音

の
音
源
構
造
断
層
可
視
化
を
成
功

さ
せ
た
。
本
技
術
は
さ
ま
ざ
ま
な

流
体
騒
音
計
測
へ
の
応
用
が
期
待

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
展

開
に
大
い
に
期
待
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
困
難
な
実
験
を
と
も
に

し
た
卒
業
・
修
了
生
、
関
係
者
一

同
と
と
も
に
今
回
の
快
挙
を
祝
し

た
い
。

（
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

専
攻
長
　
新
井
雅
隆
）

せ
た
大
気
圧
低
温
プ
ラ
ズ
マ
ジ
ェ

ッ
ト
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ッ
ト
の
発

光
ス
ペ
ク
ト
ル
に
基
い
て
含
有
す

る
活
性
種
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
が
高
分
子
表
面
の

親
水
化
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
し

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
か

ら
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本

化
学
会
第
九
十
回
春
季
年
会
に
お

い
て
、
応
用
化
学
・
生
物
化
学
専

攻
の
吉
原
助
教
が
優
秀
講
演
賞

（
学
術
）
を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
、

発
表
内
容
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
質
疑
応
答
な
ど
に
お
い
て
優

れ
た
発
表
で
、
講
演
者
の
今
後
の

一
層
の
研
究
活
動
発
展
の
可
能
性

を
有
す
る
と
期
待
さ
れ
る
も
の
に

対
し
て
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
百
七
十
一
件
中
三
十
五
件
の

発
表
に
授
与
さ
れ
た
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
発
表
題
目

は
「
微
小
領
域
内
酸
素
濃
度
計
測

を
目
指
し
た
蛍
光
・
り
ん
光
同
時

測
定
に
よ
る
酸
素
セ
ン
サ
ー
分
子

の
設
計
と
開
発
」
で
あ
る
。
細
胞

や
組
織
内
な
ど
数
�
�
か
ら
数
�

�
内
の
微
小
環
境
の
酸
素
濃
度
を

定
量
化
し
て
可
視
化
、
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

そ
れ
に
必
要
と
な
る
レ
シ
オ
型
発

光
プ
ロ
ー
ブ
分
子
を
光
化
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
と
有
機
化
学
的
手
法
に

よ
り
設
計
、
合
成
し
、
そ
れ
ら
の

光
物
理
特
性
を
溶
液
、
脂
質
膜
中

で
明
ら
か
に
し
た
結
果
に
つ
い
て

報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

酸
素
は
好
気
性
生
物
の
代
謝
過

程
に
お
い
て
必
須
の
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
生
命
活
動
維
持
に
と

っ
て
欠
か
せ
な
い
物
質
で
あ
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
三
大
死
亡
原
因

で
あ
る
癌
（
が
ん
）、
脳
卒
中
、

心
筋
梗
塞
は
、
生
体
内
の
低
酸
素

環
境
が
関
与
し
て
い
る
病
態
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

生
体
内
酸
素
濃
度
計
測
技
術
の
開

発
は
、
医
療
分
野
に
お
い
て
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
同
分
野
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

研
究
に
お
い
て
、
吉
原
助
教
は
、

光
を
用
い
て
細
胞
や
組
織
内
酸
素

濃
度
を
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
す
る
た
め

の
方
法
論
、
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ

い
た
発
光
プ
ロ
ー
ブ
分
子
の
開
発

を
行
っ
た
。
開
発
し
た
分
子
は
、

酸
素
濃
度
に
発
光
強
度
が
依
存
し

な
い
蛍
光
団
と
、
酸
素
濃
度
に
発

光
強
度
が
著
し
く
依
存
す
る
り
ん

光
団
を
オ
リ
ゴ
ペ
プ
チ
ド
で
連
結

し
た
も
の
で
あ
る
。
本
手
法
の
利

点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
光
団
の
発

光
強
度
比
を
測
定
す
る
た
め
、
プ

ロ
ー
ブ
分
子
の
濃
度
依
存
性
や
測

定
光
学
系
に
値
が
依
存
し
な
い
こ

と
で
あ
る
。
現
在
は
、
細
胞
の
モ

デ
ル
膜
で
あ
る
リ
ン
脂
質
二
分
子

膜
に
お
い
て
酸
素
濃
度
定
量
を
可

能
に
し
た
段
階
で
あ
る
が
、
今
後
、

生
細
胞
や
小
動
物
を
用
い
た
実
験

に
展
開
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

本
受
賞
に
至
っ
た
。

（
応
用
化
学
・
生
物
化
学
専
攻

飛
田
成
史
）

平
成
二
十
二
年
五
月
十
四
日
、

社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻
の

鵜
飼
恵
三
教
授
が
、
社
団
法
人
日

本
地
す
べ
り
学
会
（
会
員
数
は
約

千
九
百
人
）
の
新
会
長
（
任
期
二

年
）
に
推
挙
さ
れ
、
総
会
で
は
満

場
一
致
で
就
任
が
可
決
さ
れ
た
。

同
学
会
は
、
斜
面
変
動
現
象
お

よ
び
災
害
防
止
対
策
に
関
す
る
調

査
、
研
究
、
受
託
お
よ
び
助
成
等

を
主
な
目
的
と
し
て
一
九
六
三
年

に
任
意
団
体
と
し
て
創
立
さ
れ
た

も
の
で
、
そ
の
後
、
一
九
九
九
年

八
月
に
は
科
学
技
術
庁
（
現
文
部

科
学
省
）
か
ら
社
団
法
人
と
し
て

認
可
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
二
年
十
二
月
に
は
、「
地

す
べ
り
に
関
す
る
国
際
学
術
研
究

機
構
」
（In

te
r
n
a
tio
n
a
l

C
onsortium

on
L
andslides

）

的
な
研
究
を
進
め
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

（
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科広

報
委
員
）

に
加
盟
、
ま
た
二
〇
一
〇
年
四
月

に
は
中
国
甘
粛
省
地
す
べ
り
・
土

石
流
研
究
会
と
の
研
究
交
流
協
定

に
調
印
す
る
な
ど
、
各
国
研
究
者

と
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
活
動
を

推
進
す
る
。

わ
が
国
は
環
太
平
洋
の
島
弧
、

プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
帯
に
位
置

し
、
火
山
が
多
く
、
地
震
も
頻
発

す
る
自
然
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、

降
雨
量
も
多
く
、
国
土
の
大
半
は

山
地
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
形
・

地
質
条
件
お
よ
び
気
象
条
件
が
、

斜
面
災
害
を
発
生
し
や
す
く
し
て

お
り
、
毎
年
の
よ
う
に
、
尊
い
人

命
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
斜
面
安
定

解
析
が
専
門
で
あ
る
鵜
飼
教
授
が

新
会
長
に
就
任
し
た
こ
と
で
、
近

年
の
内
陸
直
下
型
地
震
で
多
発
す

る
地
震
地
す
べ
り
の
原
因
究
明
と

対
策
技
術
の
開
発
が
今
後
加
速
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻

若
井
明
彦
）

た
も
の
で
あ
る
。
費
君
は
、
こ
の

受
賞
を
糧
と
し
て
、
よ
り
一
層
研

究
に
励
み
た
い
と
語
っ
て
い
る
。

（
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

黒
田
真
一
）

名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た
先
生
方
へ

期
待
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
向
け
ら
れ

る
な
ど
、
華
や
か
な
雰
囲
気
で
称

号
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特任教授

小保方富夫
教　授

志賀　聖一
准教授

荒木　幹也

博士後期課程３年

費　　小猛

助　教

吉原　利忠
助　教

川島　久宜

電
気
電
子
工
学
専
攻

名
誉
教
授

稲
村
　
　
實

情
報
工
学
専
攻

名
誉
教
授

柴
田
　
幸
夫

荒
木
准
教
授
ら
が

２
０
０
９
年
度
日
本
機
械
学
会
賞
（
論
文
）
を
受
賞

日
本
化
学
会
第
90
回
春
季
年
会

優
秀
講
演
賞
（
学
術
）
を
受
賞

「
気
泡
流
中
に
お
け
る
プ
ロ
ペ
ラ
単
独
特
性
　
第
一
報
、
第
二
報
」

川
島
久
宜
、
他
五
人

社
団
法
人
船
舶
海
洋
工
学
会
　

船
舶
海
洋
工
学
会
賞
論
文
賞
、

社
団
法
人
日
本
造
船
工
業
会
　

日
本
造
船
工
業
会
賞
を
受
賞

マ
テ
リ
ア
ル
ラ
イ
フ
学
会

研
究
奨
励
賞
を
受
賞

４
人
の
工
学
研
究
科
教
授
が
名
誉
教
授
に

４
人
の
工
学
研
究
科
教
授
が
名
誉
教
授
に 

４
人
の
工
学
研
究
科
教
授
が
名
誉
教
授
に

４
人
の
工
学
研
究
科
教
授
が
名
誉
教
授
に 

４
人
の
工
学
研
究
科
教
授
が
名
誉
教
授
に

４
人
の
工
学
研
究
科
教
授
が
名
誉
教
授
に 

４
人
の
工
学
研
究
科
教
授
が
名
誉
教
授
に 

会
長
に
就
任

会
長
に
就
任 

社
団
法
人
日
本
地
す
べ
り
学
会

社
団
法
人
日
本
地
す
べ
り
学
会 

社
団
法
人
日
本
地
す
べ
り
学
会 

社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻 

教
　
授
　
鵜
飼
　
恵
三 

会
長
に
就
任 

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

名
誉
教
授

小
島
　
宏
之

電
気
電
子
工
学
専
攻

名
誉
教
授

近
藤
　
義
臣
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辻
幸
和
社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン
工

学
専
攻
教
授
は
、
平
成
二
十
二
年

三
月
三
十
一
日
に
、
経
済
産
業
省

に
お
い
て
山
本
達
夫
大
臣
官
房
審

議
官
か
ら
直
接
、
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
た
。
多
年
に
わ
た
り
日
本
工

業
標
準
調
査
会
の
審
議
に
精
励
し

て
、
我
が
国
の
工
業
標
準
化
の
発

展
に
寄
与
し
た
と
こ
ろ
が
大
で
あ

る
こ
と
に
よ
る
。

辻
教
授
は
平
成
九
年
よ
り
日
本

工
業
標
準
調
査
会
の
臨
時
委
員
や

土
木
技
術
専
門
委
員
会
の
専
門
委

員
を
務
め
、
日
本
工
業
規
格
の
Ｊ

Ｉ
Ｓ
規
格
の
制
定
、
改
正
お
よ
び

廃
止
の
審
議
に
参
画
す
る
と
と
も

に
、
�
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学

協
会
お
よ
び
�
建
材
試
験
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
エ
コ
セ
メ
ン
ト
、
再

生
骨
材
を
用
い
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、溶
融
ス
ラ
グ
骨
材
、砕
石
粉
の

標
準
情
報
Ｔ
Ｒ
や
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
原
案

作
成
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

辻
教
授
は
、
平
成
十
五
年
十
月

十
四
日
に
工
業
標
準
化
事
業
に
永

年
に
わ
た
り
関
与
し
、
工
業
標
準

化
の
普
及
と
促
進
に
寄
与
し
、
そ

の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
者
と

し
て
、
経
済
産
業
大
臣
よ
り
平
成

十
五
年
度
工
業
標
準
化
事
業
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。
そ
の
功

績
内
容
は
、「
土
木
分
野
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
関
係
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
制
定

お
よ
びISO

/T
C
71

（
コ
ン
ク
リ

ー
ト
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
）/S

C
3

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

製
造
及
び
管
理
）
の
Ｗ
Ｇ
コ
ン
ビ

ナ
ー
と
し
て
国
際
標
準
化
に
尽
力

し
た
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
回
は
、

工
業
標
準
化
の
発
展
に
寄
与
し
た

こ
と
に
よ
る
、
経
済
産
業
省
よ
り

の
二
度
目
の
授
与
で
あ
る
。

（
社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
科

広
報
委
員
）

電
気
電
子
工
学
科
夜
間
主
四
年

生
の
植
木
康
夫
君
が
、
平
成
二
十

二
年
六
月
七
日
に
桐
生
警
察
署
か

ら
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。
植

木
君
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｅ
自
警
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会
に
活
動
会
員

と
し
て
所
属
し
、
研
究
会
で
提
唱

し
て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム

の
研
究
開
発
・
普
及
活
動
に
、
仲

間
と
共
に
大
き
な
力
を
注
い
で
き

ま
し
た
。
研
究
会
で
は
、
桐
生
警

察
署
、
伊
勢
崎
警
察
署
、
群
馬
県

警
、
伊
勢
崎
市
役
所
、
桐
生
市
役

所
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
団
体
・

企
業
と
協
働
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
シ

ス
テ
ム
普
及
に
よ
る
地
域
社
会
の

安
全
・
安
心
の
向
上
を
目
指
し
た

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
、
画
像
の
暗
号
化
に
よ
り
プ

ラ
イ
バ
シ
保
護
を
可
能
と
し
、
か

つ
パ
ソ
コ
ン
不
要
のA

ll-in
-O
n
e

型
防
犯
カ
メ
ラ
「
ｅ
自
警
カ
メ
ラ
」

を
考
案
し
、
桐
生
市
立
東
小
学
校

学
区
等
に
お
い
て
社
会
実
験
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
植
木
君
は
、
電

気
電
子
工
学
専
攻
・
藤
井
研
究
室

に
お
い
て
卒
業
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
、
夜
間
で
も
鮮
明
な
画
像
が
取

得
可
能
な
赤
外
線
投
光
器
付
き
ｅ

自
警
カ
メ
ラ
の
研
究
開
発
に
精
力

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
桐
生

警
察
と
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
、

今
年
三
月
か
ら
の
桐
生
市
立
相
生

中
学
校
で
の
運
用
に
漕
ぎ
着
け
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
群
馬

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
桐
生
タ
イ
ム

ス
等
の
報
道
機
関
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
感
謝
状
受

賞
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
防
犯
へ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
貢
献
が
高

く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
今
回
、
共
同
研
究
先
で

あ
る
桑
原
電
気
工
事
株
式
会
社

殿
、
な
ら
び
に
、
群
馬
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
教
授
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ｅ
自
警
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会

理
事
長
）
の
藤
井
雄
作
氏
も
同
時

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
電
気
電
子
工
学
専
攻

藤
井
雄
作
）

平
成
二
十
二
年
八
月
三
十
日
〜

三
十
一
日
、
筑
波
大
学
で
開
催
さ

れ
た
日
本
化
学
会
第
四
回
関
東
支

部
大
会
に
お
い
て
、
応
用
化
学
生

物
化
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
二
年

の
中
野
浩
司
君
が
優
秀
ポ
ス
タ
ー

賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の
賞
は
日
本

化
学
会
関
東
支
部
大
会
で
の
ポ
ス

タ
ー
講
演
に
お
い
て
、
発
表
内
容
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
質
疑
応

答
な
ど
に
優
れ
た
講
演
者
に
与
え

ら
れ
る
も
の
で
、
学
生
だ
け
で
な

く
一
般
も
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

受
賞
し
た
講
演
題
目
は
、「
渡

良
瀬
川
底
質
土
壌
中
の
重
金
属
の

ス
ペ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
り
、

草
木
ダ
ム
湖
か
ら
上
流
の
渡
良
瀬

川
河
川
堆
積
土
壌
に
含
ま
れ
る
重

金
属
の
総
含
有
量
と
そ
の
化
学
形

態
分
析
を
、
地
点
別
（
十
箇
所
）、

深
度
別
、
採
取
時
期
別
で
調
査
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
講
演
で
は
、

単
に
調
査
結
果
を
示
す
だ
け
で
な

く
、
堆
積
土
壌
中
の
重
金
属
の
化

学
形
態
と
硫
黄
と
の
関
係
や
、
中

長
期
的
に
環
境
水
に
溶
出
し
や
す

い
重
金
属
、
溶
出
し
に
く
い
重
金

属
を
判
別
す
る
方
法
を
示
す
等
、

幅
広
い
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

同
君
の
研
究
は
、
土
壌
か
ら
重

金
属
を
段
階
的
に
抽
出
し
測
定
す

る
た
め
、
か
な
り
の
時
間
を
要
す

る
実
験
で
あ
る
が
、
そ
の
間
、
同

君
は
再
現
性
を
上
げ
る
た
め
の
実

験
操
作
の
見
直
し
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
の
考
察
を
常
日
ご
ろ

か
ら
怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今

回
の
成
果
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
研
究
は

板
橋
英
之
教
授
の
指
導
の
下
も

と
、
行
わ
れ
た
成
果
で
あ
る
。
ま

た
、
土
壌
試
料
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
（独）
水
資
源
開
発
機
構
に
は

深
く
感
謝
し
た
い
。

（
応
用
化
学
・
生
物
化
学
専
攻

森
　
勝
伸
）

平
成
二
十
二
年
九
月
八
日
か
ら

十
日
の
三
日
間
、
千
葉
大
学
西
千

葉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
二

〇
一
〇
年
光
化
学
討
論
会
に
お
い

て
、
物
質
創
製
工
学
領
域
博
士
後

期
課
程
三
年
の
撹
上
健
二
君
が
、

ポ
ス
タ
ー
発
表
お
よ
び
選
抜
者
に

よ
る
口
頭
発
表
を
行
い
、
最
優
秀

学
生
発
表
賞
を
受
賞
し
た
。

講
演
題
目
は
、「
シ
リ
ル
置
換

ア
ゾ
ベ
ン
ゼ
ン
類
の
色
素
増
感
太

陽
電
池
に
お
け
る
増
感
特
性
」
で

あ
り
、
増
感
色
素
の
ア
ン
カ
ー
基

と
し
て
、
従
来
の
カ
ル
ボ
キ
シ
基

に
替
え
て
シ
リ
ル
基
を
適
用
す
る

こ
と
で
、
色
素
増
感
太
陽
電
池
の

耐
水
性
の
大
幅
な
向
上
と
光
電
変

換
効
率
の
改
善
が
可
能
で
あ
る
こ

と
を
報
告
し
て
い
る
。
今
回
の
受

賞
は
、
撹
上
君
の
熱
意
あ
る
発
表

姿
勢
な
ら
び
に
ケ
イ
素
の
元
素
特

性
に
着
目
し
た
研
究
の
先
進
性
が

辻
教
授
、
多
年
の
工
業
標
準
化
の
発
展
に

寄
与
し
て
経
済
産
業
省
よ
り
感
謝
状
授
与

教　授

辻　　幸和

４　年

植木　康夫

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

に
行
わ
れ
た
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
協
会
第
五
十

一
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
李
春

鶴
助
教
、
山
口
光
俊
（
Ｏ
Ｂ
、
現

富
士
ピ
ー
・
エ
ス
）
様
、
池
田
正

志
技
術
専
門
職
員
、
藤
本
晃
輔

（
Ｏ
Ｂ
、
現
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
様
、

辻
幸
和
教
授
が
平
成
二
十
一
年
度

（
第
三
十
七
回
）
プ
レ
ス
ト
レ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
協
会
賞

（
論
文
部
門
）
を
受
賞
し
た
。

本
賞
は
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
技
術
協
会
機
関
誌
、

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

論
文
集
、
本
協
会
の
各
種
刊
行
物

に
発
表
さ
れ
た
研
究
論
文
、
工
事

記
録
等
に
つ
い
て
、
応
募
お
よ
び

選
考
委
員
よ
り
推
薦
さ
れ
た
中
か

ら
選
定
し
た
も
の
で
、
研
究
内
容

お
よ
び
成
果
が
き
わ
め
て
優
れ
た

も
の
で
あ
り
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｐ
Ｃ
）
技
術
の

進
歩
と
発
展
に
著
し
い
貢
献
を
さ

れ
、
Ｐ
Ｃ
技
術
を
用
い
た
構
造
物

の
将
来
の
方
向
を
示
す
と
と
も

に
、
社
会
基
盤
施
設
の
形
成
に
大

き
く
寄
与
す
る
も
と
の
認
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
本
年
度
受
賞
は
、

論
文
部
門
二
件
、
作
品
部
門
七
件
、

技
術
開
発
部
門
一
件
、
施
工
技
術

部
門
二
件
の
計
十
二
件
で
あ
る
。

今
回
の
受
賞
の
対
象
に
な
っ
た

研
究
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
高
炉
ス

ラ
グ
微
粉
末
を
併
用
し
た
高
品
質

な
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
の
製
造
」
を
総

合
題
目
と
し
た
研
究
で
、
第
十
七

回
、
第
十
八
回
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
に
投
稿

し
た
関
連
論
文
が
受
賞
対
象
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
辻
教
授
を
代
表
と

す
る
群
馬
大
学
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
研

究
チ
ー
ム
の
十
数
年
に
わ
た
っ
て

行
っ
た
、
ミ
キ
サ
な
ど
の
製
造
設

備
の
研
究
開
発
、
高
炉
ス
ラ
グ
微

粉
末
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
の
積
極

的
な
利
用
、
さ
ら
に
、
Ｐ
Ｃ
グ
ラ

ウ
ト
用
混
和
剤
、
高
性
能
Ａ
Ｅ
減

水
剤
の
適
切
な
組
合
せ
を
選
定
し

て
、
腐
食
性
の
あ
る
構
成
成
分
を

極
力
抑
え
た
う
え
で
、
所
要
の
流

動
性
、
材
料
分
離
抵
抗
性
、
収
縮

性
状
を
保
持
し
な
が
ら
、
六
〇
�

◆
以
上
と
い
う
高
い
圧
縮
強
度
を

有
す
る
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
を
開
発
す

る
に
至
っ
た
実
験
成
果
を
報
告
し

た
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
の
成
果

は
、
既
に
実
用
化
さ
れ
、
更
な
る

発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
科

広
報
委
員
）

パ
ス

カ
ル

桐
生
警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
受
賞

博士前期課程２年

中野　浩司

日
本
化
学
会
第
４
回
関
東
支
部
大
会

優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞

２
０
１
０
年
光
化
学
討
論
会

最
優
秀
学
生
発
表
賞
を
受
賞

日
本
応
用
数
理
学
会

２
０
０
９
年
度
若
手
優
秀
講
演
賞
を
受
賞

評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

本
研
究
は
、
本
学
工
学
研
究
科

ケ
イ
素
科
学
国
際
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
花
屋
実
教
授
と
海

野
雅
史
教
授
と
の
共
同
指
導
の
も

と
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

セ
ン
タ
ー
の
教
育
研
究
活
動
が
評

価
を
受
け
た
点
か
ら
も
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
。
撹
上
君
に
は
今
後

の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
た

い
。

（
応
用
化
学
・
生
物
化
学
科

広
報
委
員
）

Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
医
療
の
分
野
、
さ
ら

に
地
震
波
に
よ
る
地
球
内
部
探
査

な
ど
幅
広
い
分
野
に
応
用
さ
れ
て

い
る
。

今
回
は
二
次
元
等
方
均
質
な
線

形
弾
性
体
に
お
け
る
多
角
形
空
洞

の
逆
問
題
を
考
察
し
、
物
体
境
界

の
一
組
の
観
測
デ
ー
タ
（
物
体
に

か
け
る
表
面
力
と
そ
の
応
答：

変

位
）
か
ら
、
未
知
の
多
角
形
空
洞

の
凸
包
を
再
構
成
す
る
公
式
を
確

立
し
た
。
解
法
は
池
畠
教
授
が
創

案
し
た
「
囲
い
込
み
法
」
を
用
い

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
肝
要

と
な
る
多
角
形
頂
点
近
傍
で
の
境

界
値
問
題
の
解
の
収
束
級
数
展
開

も
導
出
し
た
。
こ
の
研
究
結
果
の

特
徴
は
、
デ
ー
タ
や
未
知
の
多
角

形
空
洞
に
つ
い
て
何
ら
制
約
条
件

が
不
要
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、

非
破
壊
検
査
に
お
い
て
、
物
体
に

か
け
る
負
荷
は
最
小
に
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
研
究
で
は

一
組
の
デ
ー
タ
、
つ
ま
り
一
度
の

負
荷
で
未
知
の
も
の
の
情
報
が
抽

出
で
き
る
公
式
を
与
え
た
点
に
あ

る
。
今
後
の
ま
す
ま
す
の
研
究
の

発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

（
共
通
講
座
　
広
報
委
員
）

は
年
会
全
体
で
二
百
十
件
の
講
演

中
、
対
象
者
の
中
か
ら
六
件
が
選

考
さ
れ
授
与
さ
れ
た
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
講
演
題
目

は
「
線
形
弾
性
体
に
お
け
る
多
角

形
空
洞
の
一
組
の
観
測
デ
ー
タ
に

よ
る
再
構
成
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。

伊
藤
助
教
は
、
破
壊
現
象
解
明

の
た
め
の
理
論
的
研
究
を
テ
ー
マ

に
研
究
を
続
け
て
い
る
が
、
そ
の

一
つ
の
応
用
と
し
て
非
破
壊
検
査

に
関
わ
る
偏
微
分
方
程
式
の
境
界

値
逆
問
題
に
つ
い
て
情
報
工
学
専

攻
（
共
通
講
座
）
の
池
畠
優
教
授

と
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
非

破
壊
検
査
と
は
、
構
造
物
部
品
の

内
部
の
欠
陥
や
微
少
な
表
面
の
欠

陥
を
検
査
物
を
破
壊
せ
ず
に
検
査

す
る
技
術
で
あ
り
、
材
料
の
分
野

だ
け
で
な
く
、
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
や

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
八
日

〜
三
十
日
に
大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
日
本
応
用

数
理
学
会
二
〇
〇
九
年
度
年
会
に

お
け
る
伊
藤
弘
道
助
教
の
講
演
が

当
学
会
二
〇
〇
九
年
度
若
手
優
秀

講
演
賞
を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
、

日
本
応
用
数
理
学
会
年
会
の
一
般

講
演
な
ら
び
に
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
ド

セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
若
手
研
究
者

（
三
十
五
歳
未
満
）
の
中
で
、
優

れ
た
研
究
成
果
で
か
つ
発
表
と
し

て
も
優
れ
て
い
る
講
演
者
に
表
彰

さ
れ
る
も
の
で
、
二
〇
〇
九
年
度

助　教

伊藤　弘道

こ
の
た
び
、
本
学
大
学
院
生
の

加
藤
真
亮
君
が
、
自
動
車
技
術
会

大
学
院
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
。
こ
の
賞
は
、
自
動
車
に
関
す

る
先
端
的
な
研
究
を
行
っ
て
い

る
、
修
士
二
年
生
の
研
究
に
対
し

て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
加

藤
君
は
大
学
院
博
士
前
期
課
程
に

て
、
エ
ン
ジ
ン
の
シ
リ
ン
ダ
内
流

れ
の
流
動
場
解
析
を
地
道
に
行

い
、
多
く
の
デ
ー
タ
を
取
得
し
た
。

自
動
車
用
エ
ン
ジ
ン
の
シ
リ
ン
ダ

内
の
流
れ
は
、
直
接
燃
焼
に
影
響

を
与
え
、
エ
ン
ジ
ン
の
性
能
を
左

右
す
る
重
要
な
現
象
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
エ
ン
ジ
ン
内
流
れ
を
直
接

計
測
で
き
る
よ
う
に
、
シ
リ
ン
ダ

を
サ
フ
ァ
イ
ア
製
と
し
、
レ
ー
ザ

計
測
器
を
用
い
て
実
験
を
行
っ

た
。
今
回
の
賞
の
対
象
と
な
っ
た

実
験
で
は
レ
ー
ザ
ド
ッ
プ
ラ
流
速

計
（
Ｌ
Ｄ
Ａ
）
利
用
し
て
、
高
時

間
分
解
能
で
の
流
速
デ
ー
タ
を
計

測
し
、
エ
ン
ジ
ン
の
ピ
ス
ト
ン
の

動
き
と
と
も
に
大
き
く
変
動
す
る

流
動
場
を
、
細
か
い
時
間
ウ
ィ
ン

ド
ウ
（
実
際
は
ク
ラ
ン
ク
の
位
置

と
連
動
さ
せ
た
ク
ラ
ン
ク
角
ウ
ィ

ン
ド
ウ
）
ご
と
に
平
均
流
速
と
変

動
流
速
を
評
価
し
た
。
こ
の
研
究

は
、
日
本
機
械
学
会
の
研
究
グ
ル

ー
プ
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
、
加
藤
君
が
中
心
と
な
っ
て
取

得
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
数
値
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
検
証
を
行
っ

て
い
る
。
国
際
会
議
等
で
も
数
度

の
発
表
を
行
い
、
そ
の
成
果
は
世

界
的
に
も
大
き
な
反
応
が
あ
っ

た
。
加
藤
君
は
現
在
博
士
後
期
課

程
に
所
属
し
て
お
り
、
今
回
の
受

賞
を
礎
に
し
て
よ
り
大
き
く
羽
ば

た
い
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い

る
。

（
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科広

報
委
員
）

博士後期課程１年

加藤　真亮

社
団
法
人
自
動
車
技
術
会

大
学
院
研
究
奨
励
賞
を
受
賞

「
レ
ー
ザ
計
測
を
用
い
た
エ
ン
ジ
ン
シ
リ
ン
ダ
内
非
定
常

流
れ
の
標
準
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
乱
流
特
性
の
解
析
」

授賞式懇親会での写真
（左から、李春鶴、藤本晃輔、辻幸和、山口光俊、池田正志）

李春鶴助教、池田正志技術専門職員、
辻幸和教授

平成21年度プレストレストコンクリート技術協会賞（論文部門）を受賞平成21年度プレストレストコンクリート技術協会賞（論文部門）を受賞

去
る
平
成
二
十
二
年
四
月

二
十
三
日
（
金
）
に
荒
牧
キ

ャ
ン
パ
ス
生
協
食
堂

“

あ
ら

く
さ‘

に
お
い
て
、
東
北
地

方
か
ら
の
工
学
部
新
入
生
を

対
象
と
し
た
「
東
北
県
人
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

会
は
東
北
地
方
出
身
学
生
の

親
睦
・
交
流
を
目
的
と
し
て

群
馬
大
学
工
業
会
主
催
で
企

画
さ
れ
、
今
年
度
初
め
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

東
北
地
域
か
ら
の
入
学
者

は
こ
こ
数
年
増
加
し
て
お
り
、

本
年
度
は
三
年
前
の
二
・
五

倍
と
な
る
四
十
八
人
が
入
学
、

学
部
定
員
の
一
割
を
占
め
ま

し
た
。

当
日
は
学
生
二
十
八
人
の

ほ
か
、
工
業
会
か
ら
戸
叶
理

事
長
を
は
じ
め
四
名
、
教
員

か
ら
は
横
尾
副
工
学
研
究
科

長
（
山
形
出
身
）
を
は
じ
め

東
北
地
方
出
身
の
教
員
五
名
、

そ
の
他
職
員
三
名
が
出
席
。

会
の
中
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
言
も
飛
び
交
う
な
ど
、

終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
交

流
す
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
、

相
互
の
親
睦
を
深
め
る
う
え

で
た
い
へ
ん
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。（

広
報
委
員
）

東
北
県
人
会
を
開
催
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